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写頁2 特殊寝台の有用性の発表

また、 同じ会場での「要介談高齢者に対する

特殊寝台の有用性の調査研究」において、 特

殊寝台の操作履歴と離在床のデー タを「眠りス

キャン」を通して取得し、 特殊寝台の使用状況

や効果、 課題の有無について統計的手法を用

いて分析していました（写真2)。「哀返り」で

78%、「起き上がり」で89%、「立ち上がり」で

88％が特殊寝台の効果を感じているとの発表

でした。317件のデー タを介護度別、 疾患別に

も分析しており、完成度の高い研究発表でした。

統計処理及び分析において、 他の福祉用具

専門相談員も参考にすると良いかもしれません。

0シンポジウム

シンポジウムでは、 各発表会場を取り仕切っ

た座長が担当する口述発表を総括しました（写

真3)。 発表会場が3か所、 テー マが6つもあ

るため、 全部に参加することは物理的に不可能

で、 このシンポジウムでの総括は参加者にはあ

りがたいものでした。

今後の研究大会に期待すること

研究大会の参加者は、 他の発表者から新し

い気づきを得たり、 学んだりする貴韮な機会と

なります。 また、 発表者は、 研究の立案から発

表に至るプロセスを通して、 自分の取り組みを

見つめなおし、 理論的な思考のもと、 その取り

組み（活動）が及ぼす影聘（成果）を客観的

な根拠に碁づいて分析し伝えることになりま

す。 発表者にとって、 研究のプロセスを通して

得る知見は専門性を高める上でもとても重要で

す。 そして、 研究者同士の関係性を深めたりす

る目的もあります。 もしかすると、 将来的に共

同して研究することになるかもしれません。 一

方、 今回参加してみて感じたのは、 参加者から

の質問が思ったより少なかったことです。「質

問」をするには、 質問者にはそれなりの勉強が

必要となってきます。 また、 発表者にも「気づ

き」を与えます。 研究大会を通して、 発表者及

び参加者が相互に刺激しあえることは、 専門性

を高めるうえでとても重要です。 例問が飛び交

う研究大会になることを期待しています。

研究大会に参加して、

自分の今後について考える

福祉用具専門相談員の皆様が忙 しいなか、

貴腫な時間を割いて、 研究を発表されたことは

何より素晴らしいことだと感じます。 おそら

く、 今後、 研究の質を高めていく過程で、 各 研

究における調査の対象者（利用者）数を増やし

ていくことになると思います。 調査対象者数が

増えれば、 統計手法を用いて、 エビデンスを高

めることができます。 なお、 研究の目的に沿っ

た統計手法を活用することは、 とても高度な知

識が求められます。 一 般的に統計手法等は大

学院でないと学べないのが現状であり、 多忙を

極める福祉用具専門相談員にとって、 大学院に

行くのは節単なことではありません。 大学院に

行かなくても統計を学べる環境は、 研究の質を

高めるうえで肝となり、 とても大切です。

私の置かれた環痰を踏まえ、 今後何ができる

のかなと考えました。 大学院に行かずとも、 統

計手法を学べる環税づくりが大切だと感じ、e

ラ ー ニングで統計を学べるコンテンツ作りに取
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特集●これからの福祉・介護に向けて一わたしたちの思い

_
r

写真3 シンポジウムの様子

り掛かり始めました。 皆様の研究の後方支援が

「少しでもできたらよいな」と思っています。

最後に

多くの研究の発表を聞き、 福祉用具専門相談

員が福祉用具の有用性等を研究し、 自らの専門

性を確立しようとしだしたことを実感しまし

た。 発表に際して大変な苦労をされた発表者

及び研究の協力者、 そして発表大会に参加さ

れた方々に心より敬意を表したいと思います。

また、 一般社団法人全国福祉用具専門相談員

協会、 一般社団法人日本福祉用具供給協会、

研究大会の実行委員の皆様のご尽力により、 こ

のような素晴らしい機会が提供されたのだと思

います。

皆様の専門性の更なる確立とその専門性を礎

としたご発展を心から願っております。

月刊福祉介護テクノプラスの

休刊についての思い

本誌の編梨委員は委員長の市川冽先生をはじ

め、 大変著名な先生ばかりでしたので、 編巣委

員のお話をいただいたときに、 正直務まるのか

不安でいっぱいでした。 それにもかかわらず皆

様に暖かく迎えていただき、 なんとか今まで続

けることができました。 そして、 日本の保健・

医療•福祉の業界をリードする様々な先生にご

執箪いただけたこと、 感謝の言業しか見当たり

ません。 今までご執節いただいた貴重な原稿は

切れ味が鋭いだけではなく、 普遍的な内容でも

あるとともに諸先生方々の知見が詰まってお

り、 今後も色あせることはないはずです。 それ

らの質重な原稿を、 いつまでも閲覧できる環境

がつくられることを願っております。 日本工業

出版株式会社の山口康様にはいつも無理なお

願いばかりしていましたが、 それにもかかわら

ず快くお受入れいただき、 感謝申し上げます。

そして、 何よりも、 長年にわたり本誌をご愛

読いただきました皆様、 スポンサーの企業の皆

様のお力添えがあったからこそ、 本誌の発行が

できました。 本当にありがとうございました。

皆様とまたどこかでお会いできることを楽しみ

にして、 本稿の結びとさせていただきます。

●執喰者

神 智淳
お茶の水ケアサービス学院
学院長
}lfll「村，i祉介，淡テクノプラス」編染委↓i
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